
○豊田市水道工事分担金規程 

昭和４６年１月２５日 

水道局管理規程第１号 

改正 昭和４９年６月４日水管規程第８号 

昭和５０年８月２８日水管規程第５号 

昭和５５年７月１日水管規程第３号 

昭和５８年９月２０日水管規程第４号 

平成４年１２月２１日水管規程第４号 

平成１３年３月３０日水管規程第１号 

平成１６年１２月２７日上下水管規程第３号 

令和２年１２月２５日上下水管規程第１３号 

令和５年３月３０日上下水管規程第５号 

令和５年１０月３日上下水管規程第７号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、豊田市水道工事分担金条例（昭和４６年条例第１号。以下「条例」

という。）第８条の規定に基づき、必要な事項を定めるものとする。 

（工事の申込み） 

第２条 水道工事の申込みは、次に掲げる区分によるものとする。 

（１）水道施設の布設 

（２）水道施設の移転又は改良等 

（３）水道施設の修繕 

（総経費） 

第３条 分担金徴収対象工事（条例第５条第１項に規定するものをいう。以下同じ。）に

係る総経費は、次に掲げる費用の合計額とする。ただし、特別な費用を必要とする場合

は、その費用を加算するものとする。 

（１）材料費 

（２）工事費 

（３）諸掛費 

（４）事務費 



（５）消費税及び地方消費税 

２ 前項第４号に掲げる事務費に係る分担金（条例第１条に規定するものをいう。以下同

じ。）の額は、別表のとおりとする。 

（工事着手） 

第４条 分担金徴収対象工事の着手は、分担金の納入後とする。ただし、管理者が必要と

認めた場合は、この限りでない。 

（分担金の納期） 

第５条 対象者（条例第２条に規定する者をいう。）は、納入通知書の発行の日の翌日か

ら起算して４０日以内に分担金を納めなければならない。 

（配水管の布設場所） 

第６条 管理者が条例第３条第１号アに規定する配水管又は同号ウに規定する施設（配水

管に限る。）を布設しようとする場合は、国、県若しくは市が現に管理する道路又はこ

れらに準ずる公共性を有する団体が管理する道路に限って行うものとする。 

（委任） 

第７条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、管理者が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、公布の日から施行する。 

（藤岡町の編入に伴う経過措置） 

２ 編入前の藤岡町の区域における工事の工事分担金については、西加茂郡藤岡町の編入

の日から平成１８年３月３１日までの間は、この規程の規定にかかわらず、藤岡町水道

工事分担金徴収規則（平成１０年藤岡町規則第７号）及び藤岡町水道工事分担金徴収要

綱（平成１０年要綱第１号）の例による。 

（昭和４９年水管規程第８号～昭和５８年水管規程第４号の改正附則 省略） 

附 則（平成４年１２月２１日水管規程第４号） 

（施行期日） 

１ この規程は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規程による改正前の各規程の規定に基づいて作成されている帳票、用紙等は、当



分の間、使用することができる。 

附 則（平成１３年３月３０日水管規程第１号） 

（施行期日） 

１ この規程は、平成１３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規程による改正前の各規程の規定に基づいて作成されている帳票、用紙等は、改

正後の各規程の規定にかかわらず、当分の間、使用することができる。 

附 則（平成１６年１２月２７日上下水管規程第３号） 

この規程は、平成１７年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年１２月２５日上下水管規程第１３号） 

（施行期日） 

１ この規程は、令和３年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の豊田市水道工事分担金規程の規定は、施行日以後に申込みがなされた工事に

係る工事分担金について適用し、施行日前に申込みがなされた工事に係る工事分担金に

ついては、なお従前の例による。 

附 則（令和５年３月３０日上下水管規程第５号） 

この規程は、令和５年３月３０日から施行する。 

附 則（令和５年１０月３日上下水管規程第７号） 

（施行期日） 

１ この規程は、令和５年１０月３日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の豊田市水道工事分担金規程の規定は、施行日以後に申込みがなされた工事に

係る工事分担金について適用し、施行日前に申込みがなされた工事に係る工事分担金に

ついては、なお従前の例による。 



別表（第３条関係）

備考 「総工事費」とは、第３条第１項第１号から第３号までに掲げる費用及び同項

ただし書の特別な費用の合計額をいう。

区分 事務費に係る分担金の額 

管理者が施工する工事の場合 １ 総工事費が１，０００万円以下の場合 総工事費の

９％に相当する額 

２ 総工事費が１，０００万円を超え３，０００万円以

下の場合 総工事費の５％に相当する額又は９０万

円のいずれか高い額 

３ 総工事費が３，０００万円を超える場合 総工事費

の４％に相当する額又は１５０万円のいずれか高い

額 

管理者が認めた工事で、申込者

が施工するものの場合 

１ 配水管を布設する工事の場合 配水管の布設延長

に別途管理者が定める単価を乗じた額 

２ 消火栓を設置する工事の場合 単独の消火栓の設

置数に管理者が別に定める単価を乗じた額 

３ 前２項のいずれにも該当する場合 前２項の規定

により算出された額の合計額 


